
　
『
御
伽
草
子
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
鉢
か
づ
き
」
の
物
語
の
主
人
公
の
姫

の
生
家
で
あ
る
長
者
屋
敷
の
跡
が
、

「
寝
屋
村
」
に
あ
っ
た
と
い
う
考
証
が

あ
り
、
こ
の
地
域
が
は
ち
か
づ
き
の
里

と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
寝
屋
地
区
の
集
落
は

東
西
に
の
び
る
丘
陵
上
に
立
地
し
、
街

路
に
沿
っ
て
土
塀
の
あ
る
民
家
が
建
ち

並
ぶ
古
い
街
並
み
が
よ
く
残
さ
れ
て
お

り
、
い
に
し
え
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
を
代
表
す
る
風
景
・
景
観

と
し
て
、
寝
屋
の
ま
ち
な
み
を
含
め
８

箇
所
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
〝
新
寝
屋

川
八
景
〞
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
〝
新

寝
屋
川
八
景
〞
と
は
、
平
成
21
年
に
、

「
自
然
を
散
策
し
、
歴
史
に
ふ
れ
、
子

供
た
ち
が
遊
び
、
市
民
が
憩
う
、
そ
し

て
郷
土
愛
を
育
む
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
、
市
民
か
ら
候
補
地
の
推
薦
お
よ
び

絵
画
・
写
真
の
作
品
の
募
集
を
行
い
、

さ
ら
に
市
民
の
投
票
結
果
を
ふ
ま
え
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

寝
屋
の
ま
ち
な
み

寝
屋
の
ま
ち
な
み
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令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
６
月

14
日
（
水
）
午
後
１
時
よ
り
、
ア

ル
カ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
次
第
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
、

牧
村
恵
美
子
理
事
の
開
会
宣
言
の

後
、
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
。

　
次
い
で
、
在
会
10
年
の
会
員
50

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
を
代
表
し
て
広
瀬
慶
輔

寝
屋
川
市
長
、
奥
大
輔
寝
屋
川
市

議
会
副
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、
議
長
に
中
西
博

氏
を
選
任
し
議
題
に
入
り
、
こ
の

総
会
に
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案

か
ら
第
２
号
議
案
、
報
告
案
件
の

２
件
の
す
べ
て
を
全
会
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
す

べ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
５
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
０
年
以
降
、

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
過
去
３
年
間
、
会
員
の
皆
様
の

安
全
確
保
と
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
観

点
か
ら
、
大
規
模
で
の
定
時
総
会
の
開
催
を

見
送
り
、
役
員
等
の
最
小
限
の
人
数
で
開
催

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
感
染
症
法

の
位
置
づ
け
が
「
５
類
」
に
移
行
さ
れ
、
３

年
余
り
続
い
た
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
行
動
制
限

等
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
平
時
に
向
け
た
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会

員
の
皆
様
方
が
一
堂
に
会
す
る
従
来
ど
お
り

の
定
時
総
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
日
、
ご
来
賓
と
し
て
、
広
瀬
慶

輔
市
長
、
奥
大
輔
市
議
会
副
議
長
、
福
田
篤

志
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
、
邑
川
和

之
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
何
か
と
ご
多
忙
に

も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大

変
お
忙
し
い
中
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
多
数

ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
の
ご
審
議
と

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
ご

報
告
と
、
い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の

皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
表
彰
状
の
授
与
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
就
業
機
会
の
拡
大
・
促

進
と
会
員
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
実
績
は

契
約
金
額
で
４
．
１
％
増
の
約
６
億
１
，
４

０
０
万
円
、
就
業
延
人
員
で
は
１
４
４
，
１

８
７
人
、
就
業
実
人
員
で
１
，
０
４
０
人
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
加
え
全
国
的
に
会
員
数
が
減

少
す
る
中
、
出
張
入
会
説
明
会
の
開
催
や
入

会
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
の
拡
大

へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た

結
果
、
男
性
７
２
０
人
、
女
性
３
８
８
人
、

合
計
１
，
１
０
８
人
と
前
年
度
に
比
べ
て
27

人
の
減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、
市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
本
年
10
月
よ
り
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
が

導
入
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
は
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
も
引
き
続

き
、
出
張
入
会
説
明
会
や
入
会
相
談
会
を
積

極
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
の
加
入
促
進

と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進
に
努
め
る
中

で
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に
見
合
っ
た

多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
を
図
る
と

と
も
に
、
安
全
か
つ
適
正
な
就
業
が
推
進
で

き
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
の
下
、
関
係
各
位
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

令和５年度定時総会が開催されました

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　村
田
泰
弘
　様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　小
川
　勝
　様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　河
村
寛
之
　様
　
　

令
和
５
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝 電
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公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
５
年
度
定
時
総
会
の
ご
盛

会
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

先
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝

い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
当
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
て
お
り
、
主
要
国
に
お
け
る
２
０
２
２
年

の
高
齢
者
人
口
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、

29
．
１
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
当
市
で
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日
現

在
の
高
齢
化
率
は
約
30
％
と
、
国
の
高
齢
化

率
よ
り
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
更
な
る
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ

る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
皆
様
が
長

年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

技
術
、
そ
し
て
何
よ
り
も
働
き
続
け
た
い
、

誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
意
欲
を
地
域

社
会
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

様
々
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル

バ
ー
世
代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た

豊
富
な
知
識
、
経
験
、
技
能
を
活
か
し
た

「
働
く
場
」
を
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
な
が
ら
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
お
ら

れ
ま
す
こ
と
に
、 

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
本
日
ご
参
集
の
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　「
令
和
５
年
度
定
時
総
会
」
の
ご
盛
会
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
村
上
議
長
か
ら
、
祝
辞

を
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
大
変
恐
縮
な
が
ら
、
本
日
は
他
の
公
務

の
た
め
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
議
長
か
ら
祝
辞
を
預
か
っ
て
き
て
お
り
ま

す
の
で
、
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令

和
５
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
市

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
活
動
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
表
彰
を
お

受
け
に
な
り
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
健
康
に
十
分

ご
留
意
い
た
だ
き
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
多
く
の

企
業
で
労
働
力
不
足
が
課
題
と
な
る
一
方
で
、

健
康
で
、
地
域
や
社
会
へ
の
強
い
参
加
意
識

が
あ
り
、
働
く
意
欲
を
お
持
ち
の
高
齢
者
の

方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
豊
か
な
経
験
や
知
識

を
お
持
ち
の
高
齢
者
の
皆
様
が
、
積
極
的
に
、

ま
た
安
全
に
就
労
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
の

皆
様
の
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
能
を
活
か

し
た
就
労
の
場
を
提
供
さ
れ
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
を
契
機
に
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
一
層
発
展
さ

れ
、
高
齢
者
雇
用
の
拠
点
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
担
わ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
寝
屋
川
市
議
会
議
長
　
村
上
　
順
一

　
代
読
、
寝
屋
川
市
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
大
輔

ご
　
祝
　
辞

寝
屋
川
市
長

広
瀬
　
慶
輔

ご
　
祝
　
辞

ご
　
祝
　
辞

寝
屋
川
市
議
会
副
議
長

奥
　
大
輔

ご
　
祝
　
辞



　
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
席
を
設
け
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
早
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
及
び
役
職
員
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
が

あ
っ
た
ら
ば
こ
そ
今
日
ま
で
来

れ
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
の
健

康
を
第
一
に
考
え
、
末
永
く
寝

屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
員
と
し
て
役
に
立
て

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

川
村
　義
高
　
　木
屋
校
区

小
野
　茂
　
　
　国
松
緑
丘
校
区

前
吉
　百
合
子
　桜
校
区

白
石
　勝
美
　
　国
松
緑
丘
校
区

藤
井
　江
美
子
　三
井
Ｃ
校
区

遠
藤
　陽
子
　
　北
校
区

佐
多
　玉
枝
　
　木
屋
校
区

猪
田
　博
史
　
　梅
が
丘
校
区

浅
倉
　公
子
　
　中
央
校
区

村
井
　美
津
子
　点
野
校
区

小
島
　豪
一
朗
　西
Ｂ
校
区

桑
原
　文
江
　
　池
田
Ａ
校
区

仲
上
　明
夫
　
　木
屋
校
区

西
　
　茂
子
　
　啓
明
校
区

山
中
　茂
実
　
　宇
谷
校
区

藤
井
　克
昇
　
　池
田
Ａ
校
区

大
堀
　博
子
　
　田
井
校
区

田
村
　清
　
　
　木
田
Ｂ
校
区

坂
本
　秀
敏
　
　東
校
区

田
村
　幸
雄
　
　三
井
Ｃ
校
区

西
口
　太
七
　
　神
田
校
区

荒
川
　正
治
　
　田
井
校
区

原
　
　峰
代
　
　国
松
緑
丘
校
区

水
谷
　功
治
　
　木
田
Ａ
校
区

築
地
　千
代
子
　木
屋
校
区

平
嶋
　知
子
　
　南
校
区

松
尾
　雅
代
　
　西
Ｂ
校
区

光
田
　恵
　
　
　池
田
Ａ
校
区

奥
田
　久
志
　
　国
松
緑
丘
校
区

江
口
　ス
ミ
イ
　南
校
区

岩
田
　美
博
　
　第
五
校
区

斉
藤
　富
則
　
　池
田
Ｂ
校
区

長
野
　政
由
　
　田
井
校
区

中
溝
　敏
子
　
　啓
明
校
区

尾
﨑
　さ
わ
子
　池
田
Ｂ
校
区

菊
田
　英
美
　
　中
央
校
区

尾
﨑
　幸
雄
　
　石
津
校
区

上
山
　秀
夫
　
　池
田
Ｂ
校
区

山
下
　巌
　
　
　田
井
校
区

濱
田
　一
春
　
　南
校
区

北
尾
　瑞
恵
　
　桜
校
区

大
山
　清
子
　
　南
校
区

上
井
　実
　
　
　啓
明
校
区

松
崎
　博
　
　
　第
五
校
区

中
川
　慶
一
　
　国
松
緑
丘
校
区

今
川
　正
憲
　
　三
井
Ｃ
校
区

弓
場
　幸
和
　
　中
央
校
区

守
屋
　照
男
　
　宇
谷
校
区

加
古
　正
数
　
　田
井
校
区

高
橋
　紀
美
子
　神
田
校
区

令
和
５
年
度
表
彰
者

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
の
在
会
会
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
を
受
け
て

長
野
　
政
由

　当センターにおいては、会員募集チラシの配布

や出張入会説明会などを行い、会員拡大に向け

た取り組みを行っています。

　より一層入会促進を強化する為、会員紹介制度

を行っています。

　会員の皆さんのご友人やご近所にお住まいの

方で、当センターへの入会をお考えの方はおら

れませんか？

　ご紹介いただき、その方が入

会されましたら、紹介者の会

員の方へ1,000円相当の粗品

をプレゼントします！（会員１

人につき２回まで）

　ご協力をお願いいたします。

　
募
集
概
要

　
手
作
り
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
展
示
や
販
売
、
ブ
ー

ス
内
で
来
場
者
に
も
の
づ
く
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
よ
る
飲
食
物
の
販
売
。

　
日
時

　
令
和
５
年
10
月
22
日
（
日
）
10
時
か
ら
15
時
（
雨
天
中
止
）

　
場
所

　
寝
屋
川
市
讃
良
東
町
６―

１
　
南
寝
屋
川
公
園
内

　
参
加
費

　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
は
無
料

　
テ
ー
ブ
ル
１
台
・
テ
ン
ト
１
張
の
貸
出
あ
り
。

　
（
１
ブ
ー
ス
１
，
０
０
０
円
）
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
申
込
日

　
９
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
ネ
ッ
ト
又
は
郵
送
に
て
申
込
み

詳
し
い
申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
部
門
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
ま
た
は
南
寝
屋
川
公
園
管
理
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
南
寝
屋
川
公
園
管
理
事
務
所 

　
０
７
２―

８
２
４―

６
２
６
２

　
平
日
９
時
か
ら
17
時
30
分

寝屋川市シルバー人材

センター指定管理事業

ＨＰ

会員紹介制度について会員紹介制度について

第
２
回
手
作
り
市
＆
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
募
集

第
２
回
手
作
り
市
＆
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
募
集

令和５年９月 （4）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和４年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

2,727

15,789

472

120,568

72,543

304,760

4,371

521,230

581

5,276

324

34,538

10,770

82,856

1,639

135,984

4

1,595

9

50

56

1,548

26

3,288

4,160,096

32,415,131

547,863

134,173,690

33,889,956

352,577,952

4,917,375

562,682,063

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

753人

382人

1,135人

122人

88人

210人

155人

82人

237人

720人

388人

1,108人

73.9歳

73.2歳

73.7歳

610人

351人

961人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

40,610,640

事務費
（円）

5,968,385

消費税
（円）

4,583,971

合　計
（円）

51,162,996658,20336,605

令和４年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額
 
 

562，897，819
5，297，858

0
2，467，500
39,487,000
96,732,624

103
33,599

706,916,503

 
696，186，955

8,900,454
705,087,409

1,829,094

0
0
0

1,829,094
85,137,365
86,966,459
86,966,459

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外費用
　　固定資産除去損
　　経常外費用計
　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

令和５年９月 （5）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和5年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の開拓を積極的に行い、より一層会員へ
の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。

２．指定管理事業
　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。

３．普及啓発事業
　ホームページでの情報提供や就業開拓及び入会促
進用リーフレット等を配布するなど、シルバー事業
の積極的な普及啓発活動の推進に努めます。

４．研修・講習会事業
　就業機会の拡大・促進を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした各
種研修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。

６．安全・適正就業推進事業
　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」の周知徹底を図り、
適正な就業の確立に努めます。

７．職業紹介事業
　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。

８．労働者派遣事業
　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇への確立に努めます。

配
分
金
支
払
明
細
書
の
Ｗ
ｅ
ｂ
化
に
つ
い
て

　
原
油
価
格
の
高
騰
等
を
背
景
に
、
物
価
上
昇
に
よ
る
郵
送

料
等
の
通
信
費
の
経
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
伝
達
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
対
応
す
る
た
め
、

令
和
６
年
４
月
分
の
配
分
金
支
払
明
細
書
（
派
遣
事
業
の
賃

金
明
細
書
を
除
く
。）
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
、【
配
分
金
支
払
明

細
書
の
Ｗ
ｅ
ｂ
化
】
へ
移
行
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
９
月
分
ま
で
は
、
移
行
期
間
と
し
て
従
来
の
配

分
金
支
払
明
細
書
の
送
付
も
行
い
ま
す
。（
移
行
期
間
終
了

後
、
用
紙
の
明
細
書
が
必
要
な
方
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま

で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
発
行
し
ま
す
。）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
封
の
「
配
分
金
支
払
明
細
書
の
Ｗ
ｅ

ｂ
化
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

Ⅰ　経常増減の部
（1）経常収益  

１　受託事業収益 586,218,000 
２　労働者派遣事業等受託収益 6,000,000 
３　職業紹介事業受託収益 10,000 
４　受取会費 2,802,000 
５　受取補助金等 38,587,000 
６　指定管理者受託事業収益 102,722,000 
７　特定資産運用益 10,000 
８　雑収益 110,000 

経常収益計 736,459,000 

（2）経常費用   
１　事業費 724,530,000 
２　管理費 9,429,000 

経常費用計 733,959,000 
当期経常増減額 2，500，000 

当期一般正味財産増減額 0 
一般正味財産期首残高 85，137，365 
一般正味財産期末残高 87，637，365 

Ⅱ　正味財産期末残高 87，637，365 

令和５年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円

令和５年９月 （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設

置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、

広
報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

広
報
部
会
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
18
日
（
水
）

　
　
・
11
月
15
日
（
水
）

　
　
・
12
月
20
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　
（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
13
日
（
金
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
水
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
金
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
18
日
（
木
）
支
払

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
21
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
（
年
会
費
　
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
会
員
資
格
は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き

を
し
な
い
限
り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

◇
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
◇

出張入会説明会の開催

10 月 ７ 日 （土） 10 時から
　　　　　　　　市民会館　第１会議室
10 月 12 日 （木） 14 時から
　　　　　　　　池の里市民交流センター
　　　　　　　　　　多目的室３（３階）
10 月 24 日 （火） 14 時から
　　　　　　　　西北コミュニティセンター
　　　　　　　　　　講義室
10 月 26 日 （木） 10 時から
　　　　　　　　シルバー人材センター　会議室

※参加予約が必要です。事務局までお問い合わせ下さい。

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

お 願 い

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場

合
は
、
ま
ず
会
員
番
号
と
お
名

前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

就業会員募集

募集要件
      73 歳までの男性
作業内容
      一般家庭等除草作業
事前に面談・試用期間あり
屋外作業の為、体力に自信
のある方

ご希望の方は、事務局まで
お問い合わせ下さい。

令和５年９月 （7）（公社）寝屋川市シルバー人材センター



設立40年を節目に、会員の皆様はもとより、

安全就業を念頭におき地域社会のニーズにきめ細かく対応し、

市民の皆様や発注者の皆様からの信頼、信用を得て、

さらに魅力あるセンターづくりに努めて参ります。

　今後とも、当センターの事業推進に変わらぬご支援、

ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

設立４０年のあゆみ設立４０年のあゆみ

（8）



設立総会

設立５周年記念式典

設立10周年記念式典

設立20周年記念式典

昭和５８年（1983） ９月　設立総会

昭和６１年（1986）
３月　契約金額１億円突破
４月　シルバー事業法制化

10月　高齢法施行

昭和６３年（1988） ９月　設立５周年記念式典

平成４年（1992） ２月　安全推進委員会設置

平成５年（1993） ９月　設立１０周年記念式典

平成８年（1996） ４月　会員入会説明会開始

平成１２年（2000) 10月　総務会設置

平成１３年（2001） 12月　歩こう会、ワープロ会発足

平成１４年（2002） ９月　手工芸同好会発足

平成１５年（2003）
５月　設立２０周年記念式典
６月　安全就業基準の制定
３月　文書開示事務取扱要綱
　　　の制定

平成１６年（2004） ９月　適正就業推進委員会設置

平成１７年（2005）
９月　個人情報保護の制定

10月　適正就業基準の制定
３月　職員の再雇用に関する規則の制定

平成２０年（2008） 10月  「シルバーの日」ボランティア清掃開始
３月　市公共施設管理公社解散

（9）



設立30周年記念式典

初心者スマホ講習会

手作り市

令和２年（2020）

４月
  〃
  〃

11月

会員紹介制度導入
墓地清掃・墓参り代行サービス開始
打上川治水緑地駐車場管理業務開始
入会相談会開始

令和３年（2021） ３月　人工芝張り講習会開催

令和４年（2022）

８月
10月
11月
12月

令和５年（2023） ４月　手作り市開催

平成２１年（2009）
４月　寝屋川市より指定管理者の指定を受け都市公園及び公園
　　　墓地の管理運営を実施

平成２２年（2010） ５月　公益社団法人への移行に伴う定款変更及び諸規程の改正

平成２３年（2011） ４月　公益社団法人へ移行

平成２５年（2013） ６月　設立３０周年記念式典

平成２８年（2016） ４月　広報ねやがわ配布業務開始

平成３０年（2018）　 ７月　出張入会説明会開始

平成３１年（2019） ２月　南寝屋川公園（讃良東町）へ事務所移転

カブトムシ無料配布
アルコールチェッカー導入
初心者スマホ講習会開催
定年の引き上げ等に関する
職員就業規則等の改正

（10）



入会説明会 歩こう会

ワープロ会（パソコン同好会） 手工芸同好会

「シルバーの日」ボランティア清掃

安全運転講習会 ハウスクリーニング講習会

人工芝張り講習会

（11）



洗濯業務

植木剪定作業

給油監視業務

営繕作業

植栽管理業務

自転車撤去作業 除草作業

広報ねやがわ配布業務

（12）


